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豆　　　　　類 α64±0．62 （15．0）’ 味噌（6α7）．大豆製品b（28，3），大豆（11．0），ｼ，あずきゼきんとき豆，いんげん豆


















き　の　ζ　類 0．11…ヒ0．15 （a7） しいたけ（72．7）、　他，えのきだけ，しめじ，なめこ，きくらげ
湾　　草　　類 0．25士0，52 （5．8）
こんぶ（47．6），　ひじき（3q4），わかめ（1a6），のり（6．0）他，もずく，ギンバ草
菓　　子　　類 α06士α08 （L5） 米菓，クッキー類，ケーキ類，おまんじゅう類，チョコ．レート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　‘
調味料その他 0。σ7±0．08 ぐL6） ケチャップ，ソース，カレールー，酒抵からし，ζしょう，ココナ
総　　　計 4．24±L74 （100）
a：各食品群の粗繊維摂取冠にしめる各々の食品の割合。
b：豆腐・納豆，抽揚げ等を含むe
C：濫州みかん，夏みかん．はっさく，いよかん，さんぽうかん，オレンジ，レモンを含む。
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食物専攻女子学生の食生活実態調査（第4報）
りんごから49．2％（43．3g），いも類ではじゃがい
もから70．8％（42．59），海草類では昆布から
47．6％（2．29）となっている。穀類では，当然の
こととしても，どの食品群でも，1，2種類の食品
からの粗繊維摂取の比率が非常に大きかった。また，
各食品群で，摂取比率が比較的高い食品は，いずれ
も入手し易く，野菜類においても周年性のものであ
った。一方，調査時期を反映している季節性の濃い
食品としては，果実類のいちご1a3％（10．19），
その他の野菜のたけのこ6．1％（10．Og）がみられ
た。
4．粗繊維摂取量と食晶群別および栄養素等摂取量と
の関連性
　　粗繊維摂取量と食品群別摂取量との関連性は，表
　4に示したように，その他の野菜をはじめに，緑黄
色野菜，豆類および果実類（P＜0．01），そして海
草類（P＜O．・05）で相関性が認められた。一方，穀
類，いも類の摂取量の多少は，粗繊維摂取量に何ら
影響を及ぼしていないことが明らかとなった。また，
　豆類では味噌からの粗繊維摂取量が60．7％をしめ
ているので，味噌の摂取量との相関係数を求めてみ
　たが，0．203であり，関連性は見出されなかった。
　　次に，粗繊維摂取量とエネルギー，たん白質，脂
　質および糖質摂取量との相関係数は、0．819～0．878
　といずれも関連性が高く，これより粗繊維摂取につ
いても，よくいわれるように，たん白質，脂質およ
び糖質の三大栄養素をバランス良く摂取することの
重要性がうかがえた。
表4　粗繊維摂取量と食品群別および
　　　栄養素等摂取量との関連性
5．まとめの考察
　　1日当たり粗繊維摂取量，4．24±1．749が対象
　女子学生の健康面から考えて適正な数値かどうhXま，
比較基準がないので全く検討がつかない。しかし，
　食品群別摂取量，およびエネルギー，たん白質，脂
　質そして糖質摂取量との関連性より各人の栄養所要
　量に基づいて作成された食糧構成に従って食物を摂
　取していれば，相応の粗繊維摂取が期待できるであ
　ろうと推察された。その供給源となる主なる食品群
　は，その他の野菜，緑黄色野菜，豆類であり，食品
　としては，キャベッ，味噌，米類，にんじん，りん
　ご，ほうれん草，じゃがいも，だいこんの順にあげ
　られるb、
　　日本食品成分表に掲載されている粗繊維値は，セ
　ルロース50～80％，ヘミセルp一スの20％，リグニ
　ンの；0～50％しか捕捉していないといわれる。従っ
　て，食物繊維値は一般の食品では，当然，粗繊維値
　より高値である。東京都下の給食施設の献立を実測
　した森ら6）は，DF／CF＝約2～5で，〈の比率は
　食品の種類，献立によりかなり変化して，場合によ
　ってはDF／CF＝10という値が出ることもあると報
　告している。これより，食物繊維値として把えた場
　合には，給源となる食品群および食品の種類は，か
　なり変化するであろう。
　　35名という対象ゆえ，これらの結果を栄養指導面
　に即，反映することはできないが，引き続き，検討
　を重ね，指導上のよりどころを得たいと願っている。
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　食物繊維摂取量の実態を知る為に，19～20歳の食物
専攻女子学生を対象に，昭和58年3～4月にかけての
連続3日間の食生活調査より，粗繊維摂取量について
検討して次のような結果が得られた。
1）一日当たり粗繊維摂取量は，4．24±1．74gであ
　り，最低2．2gから最高8．9gまでの広がりを有し，
　大幅に低値に偏った分布となっていた。
2）食品群別粗繊維摂取量は，その他の野菜からの摂
　取比率が最大で27．0％をしめ，次いで緑黄色野菜，
　豆類，穀類，果実類の順であった。一方，粗繊維摂
　取量の個人差を変動係数でみると穀類や緑黄色野菜
　が小さく，海草類が最大値を示した。
3）粗繊維の供給源としての代表的食品は，キャベツ，
　味噌，米類，にんじん，りんご，ほうれん草，じゃ
　がいも，だいこんの順であった。
一189一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第21集　工984
4）食品群別摂取坦2およびエネルギ雪たん白質，
脂質そして糖質摂取量との関連性より各人の栄養所
要量に基づいて作成された食糧構成に従って食物を
摂取すれば，相応の粗繊維摂取を期待できることが
推察された。
　本研究にあたり，ご指導を賜わりました本学の塚原
叡教授，山田雅子助教授ならびに調査成績の作成に協
力していただきました本学家政科食物専攻の第20回生
の皆様に深く感謝致します。
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